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2021 年度 第 2 回 理事会 

 

議  事  録 

 

 

１．日  時 ：２０２１年５月２２日（金） １４時００分から１５時２０分 

 

２．場  所 ：北海道フットボールセンター ３Ｆ 会議室 

            札幌市豊平区水車町５丁目５－４１ 

 

３．出席状況 

（１）理事総数      ２９名 

（２）理事定足数     １５名 

（３）理事出席総数    ２４名 

 

（４）出席理事（２名）  

吉田 一彦、石井  肇 

 

（５）ＷＥＢ会議システムによる出席理事（２２名） 

越山 賢一、戸村 真規、鷲津 裕美、中山 明彦、上田 充士、八島 隆志、佐賀 主昌、 

柳元 良文、小野寺隆彦、北原 次郎、大岩真由美、中川 綾子、今枝 映人、柴田 靖士、 

真保   温、八城 雅彦、大橋   穣、安藤 亮一、船田   清、中田 孝一、小島   実、 

本山 哲司 

 

（６）欠席理事（５名） 

荒   忍、吉田 昌一、山岸 健人、佐藤 裕幸、奥村 英俊 

 

（７）ＷＥＢ会議による出席監事（３名） 

   工藤 彰一、永浦 政司、吉川 賀恵 

 

（８）欠席監事  なし 

 

記録：安芸瑞穂事務総長 

 

４．議  事 

 

＜決議事項＞ 第１号議案  ２０２０年度事業報告書承認の件 

第２号議案  ２０２０年度貸借対照表・損益計算書（正味財産増減計算書） 

       並びに付属明細書、財産目録承認の件 

第３号議案  ２０２１年度定時評議員会開催の件 

第４号議案  ２０２２年度サッカー登録収納代行導入の件 

第５号議案  ２０２１年度国体スタッフ編成の件 

第６号議案  技術委員会部会設置の件 

 

＜報告事項＞ 第１号報告   業務執行理事の業務執行状況の件 
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（１）定足数確認・議長選出 

   安芸事務総長より、本会議はＷＥＢ会議システムにより開催され、出席者の音声が即時に他の出席

者に伝わり、出席者が一堂に会するのと同等に適時的確な意思表明が互いにできる状態であること

が確認された。 

理事総数２９名中出席理事２４名、欠席理事５名。定足数１５名により、定款第３８条に基づき、

本会議は有効に成立していることが報告された。 

続いて、定款第３７条に基づき吉田会長が議長となることを告げた。 

 

（２）議事録署名人・書記の選出 

   安芸事務総長より、定款第３９条の規定により、本会議に出席した会長及び監事を議事録署名人に

指名した。書記は安芸事務総長が務める。 

 

   議事録署名人     会長 吉田 一彦 

              監事 工藤 彰一、永浦 政司、吉川 賀恵 

 

（３）議決事項 

第１号議案  2020年度事業報告書承認の件・・・石井専務理事 

議案書に基づき説明を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明の後、出席理事より質疑なく、賛否を諮ったところ、理事全員の賛成を得て原案のとおり可決し

た。 

 

 第２号議案  2020年度貸借対照表・損益計算書(正味財産増減計算書) 

並びに付属明細書、財産目録承認の件・・・戸村財務委員長 

   議案書に基づき説明を行った。 

１）様式１ 貸借対照表   

                  前年度      当年度       

・資産合計        363,810,400円  359,662,258円      

・負債合計         56,401,802円   62,865,455円     

・正味財産合計      307,408,598円  296,796,803円    

・負債正味財産合計    363,810,400円  359,662,258円  

 

２）様式２ 正味財産増減計算書     

                    前年度       当年度       差 

・経常収益計       405,374,606円  260,781,665円 

・経常費用計       401,813,726円  261,143,060円 

・当期経常増減額            3,560,880円      -361,395円 

・当期指定正味財産増減額  17,000,000円    -10,000,000円 

・正味財産期末残高    307,408,598円  296,796,803円   -10,611,795円 

チーム数 参加者数 スタッフ数 回数 参加者数 スタッフ数 チーム数 参加者数 スタッフ数 回数 参加者数 スタッフ数

2019年度 1,233 24,164 1,255 ― 4,495 611 1,895 43,419 12,342 ― 2,764 464

2020年度 155 3,484 591 97 2,158 363 1,086 24,176 6,288 61 816 344

前年比 -1,078 -20,680 -664 -2,337 -248 -809 -19,243 -6,054 -1,948 -120

Ⅰ.普及振興・啓発事業 Ⅱ.競技力向上事業 Ⅲ.競技会開催事業 Ⅳ.指導者・審判員養成事業

チーム数 参加者数 スタッフ数 回数 参加者数 スタッフ数 チーム数 参加者数 スタッフ数 回数 参加者数 スタッフ数

2019年度 1,233 24,164 1,255 ― 4,495 611 1,895 43,419 12,342 ― 2,764 464

2020年度 155 3,484 591 97 2,158 363 1,086 24,176 6,288 61 816 344

前年比 -1,078 -20,680 -664 -2,337 -248 -809 -19,243 -6,054 -1,948 -120

Ⅰ.普及振興・啓発事業 Ⅱ.競技力向上事業 Ⅲ.競技会開催事業 Ⅳ.指導者・審判員養成事業
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   ３）正味財産増減計算書   

新型コロナウイルス感染症により事業が出来なかったことが大きく影響しているが、見込みより

登録料収入増額や持続化給付金受給などにより大幅な赤字とはならなかった。加盟団体支援実施

による資産取崩しにより前年度より資産が1,061万減額となった。 

 

収支相償  計画取崩分 300 万に加え、緊急時に取崩ができる指定正味財産の組織運営資金

1,000 万円を加盟団体支援のため取崩し実施。その組織運営資金に補填として 300

万を積立。その他の準備資金は財源確保が難しいため積立を実施しなかった。収支

相償判定をしたところ2,169,285円のプラスとなるが、2021年度に職員新規雇用の

財源とし解消する。 

 

４）監査報告・・・・・・工藤監事 

２０２１年５月８日（土）に行われた監査結果について報告された。 

会計処理及び業務執行についての状況を調査した結果、適正に会計処理されており、業務執行に

ついても適正に行われている旨の報告があった。 

    

質疑なく、出席理事に賛否を諮ったところ、理事全員の賛成を得て原案のとおり可決した。 

 

第３号議案  2021年度定時評議員会招集の件・・・石井専務理事 

議案書に基づき説明を行った。 

下記の通り、評議員会を開催する。 

    

   開催日時：２０２１年６月２６日（日） １３時～１５時（予定） 

   会  場：北海道フットボールセンター３Ｆ 会議室（ＷＥＢ会議で実施） 

 議  題： (1)決議事項 

         第1号議案 2020年度貸借対照表・損益計算書(正味財産増減計算書) 

並びに付属明細書、財産目録承認の件 

         第2号議案 評議員選任の件 

         第3号議案 理事選任の件 

         第4号議案 評議員及び役員候補者推薦委員会委員選任の件 

         第5号議案 常勤役員報酬の件 

       (2)報告事項 

         第1号報告 2020年度事業報告書の件 

         第2号報告 業務執行理事の業務執行状況報告の件 

       (3)その他 

 

説明の後、出席理事より質疑なく、賛否を諮ったところ、理事全員の賛成を得て原案のとおり可決し

た。 

 

第４号議案  2022年度サッカー登録収納代行導入の件・・・石井専務理事 

議案書に基づき説明を行った。 

地区ＦＡはチームの申請情報と入金額の突合が不要となり、チームはクレジットやコンビニ払いな

ど支払い方法の選択肢が広がるなどのメリットがある。7 月上旬頃にＪＦＡによる説明会を実施予

定。 

 

説明の後、出席理事より質疑なく、賛否を諮ったところ、理事全員の賛成を得て原案のとおり可決し

た。 
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第５号議案  2021年度国体スタッフ編成の件・・・石井専務理事 

議案書に基づき説明を行った。 

 

成年男子 

代 表 越山 賢一  北海道教育大学岩見沢校サッカー部／64歳／Ａ級Ｇ 

監 督 結城 慎悟  ノルブリッツ北海道 FC／47歳／Ｂ級 

ｺｰﾁ/主務 木島 敦   星槎道都大学サッカー部／51歳／Ａ級Ｇ 

ｺｰﾁ/主務 菅井 圭介  日本製鉄室蘭サッカー部／40歳／Ｂ級 

ﾄﾚｰﾅｰ 鈴木 航平  ノルブリッツ北海道 FC／27歳 

 

成年女子 

代 表 石井 肇   ノルディーア北海道／61歳／Ｓ級 

監 督 詫間 美樹  ノルディーア北海道／36歳／Ｂ級 

コーチ 山田 修市  医療法人仁陽会西岡第一病院／28歳／Ｃ級 

主 務 金子 弘恵  ノルディーア北海道／39歳 

ﾄﾚｰﾅｰ 高橋 幸   北海道ハイテクノロジー専門学校／35歳 

 

少年男子 

決まり次第提案させて頂く。 

 

説明の後、下記の質問があった。 

 

(真保)選手選考の流れを伺いたい 

(越山)成年男子は、各種大会やリーグでスカウティングを行い、全道から優秀な選手を集め、トレ

ーニングをしながら監督がチームを仕上げていく形。 

(石井)成年女子は、ノルディーア北海道の選手を中心に考え、他に北海道リーグの選手情報を集め

る。道内の女子選手が一同に練習する機会を作り、練習会で何名か本大会に帯同できる選手

がいればと考えている。 

(上田)少年男子は、5ブロックとコンサドーレの 6チームでトレセンリーグを行い、勝利上位 2チ

ームを主体として、可能な補強を行うという考え。 

(吉田)国体チームには力を入れいている。今まで以上にサポートしていきたい。少年女子のチーム

も強化を継続していきたい。 

 

他に質疑なく、出席理事に賛否を諮ったところ、理事全員の賛成を得て原案のとおり可決した。 

 

第６号議案  技術委員会部会設置の件・・・上田技術委員長 

議案書に基づき説明を行った。 

１）ユース育成部会 

２）指導者養成部会 

３）総務部会 

４）普及部会 

 

 説明の後、下記の意見があった。 

(小野寺)技術委員会ではフットサルがなかなか取り上げられない。JFA ライセンスもサッカーと別

れた。今後、別組織としてフットサルの技術委員会を立ち上げるようなことも検討いただ

きたい。少子化・過疎化の問題をフットサルで補うことに大きな可能性があると考える。 

(吉田) フットサルについては、フットサル連盟や委員会に大きな力を発揮して頂くことを、連盟

役員にお願いをしている。冬の長い北海道においてフットサルを通じた強化・育成は大切
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であると思っている。連盟の方を交えて具体的なアイデアを出していきたい。 

 

他に質疑なく、出席理事に賛否を諮ったところ、理事全員の賛成を得て原案のとおり可決した。 

 

（４）報告事項 

第１号報告  業務執行理事の業務執行状況報告の件・・・石井専務理事 

 資料に基づき、2021年 4月2日から2021年5月22日までの業務執行状況を説明した。 

 5月18日に５ブロック圏ワーキンググループの第 1回目会議を開催し、事業費送金先の変更および

地区割り変更の必要性等の意見交換を行った。9月末までに方向性を固め、理事会へ提案したい。 

 

説明の後、出席理事より質疑・意見等がなく、これを了承した。 

    

（５）その他報告事項 

  １）JFAサッカー施設整備助成事業再調査の件・・・安芸事務総長 

   4/26締切のJFAサッカー施設整備助成事業の再調査について、地区協会より申請の希望はなかった。 

   使途は今後事務局で検討していきたい。 

    

  ２）今後の会議予定・・・安芸事務総長 

   6/26（土）15時30分より第3回理事会を開催する。 

 

以上、議長は議事が全て終了した旨を告げ、15時20分に閉会を宣言した。 

 

尚、ＷＥＢ会議システムは終始異状なく作動した。 

 

この議事録が正確であることを証するため、会長、監事は記名し押印する。 

 

 

２０２１年５月２２日 

  公益財団法人北海道サッカー協会 ２０２１年度 第２回理事会 

  

 

                  会    長      吉 田 一 彦      印 

 

監        事     工 藤 彰 一         印 

 

監        事     永 浦 政 司         印 

 

監        事     吉 川 賀 恵         印 

 


